
 

◆ 事業概要

Ｎｏ．１ 県道６１１号 大山板戸（大山バイパス）道路改良事業 

１．概要 

１）全体の概要

ア）本路線は、伊勢原市大山を起点とし、同市板戸の国道２４６号に至る延長約

６．０km の幹線道路である。

イ）本路線は、小田急小田原線「伊勢原駅」から歴史的観光地「大山」への唯一

のバス路線として、大山観光へのアクセスを支えるとともに、地域の生活道

路としても重要な役割を担っている。

２）評価対象事業の概要

ア）本事業は、歴史的観光地「大山」の麓、伊勢原市大山を起点とし、同市三ノ

宮の県道 612 号(上粕屋南金目)に至る延長約 3．0km のバイパス整備を行う

ものである。

イ）評価対象区間のうち、大山側の約0．8kmについては平成12年度に、これに

続く約0．8kmについては平成22年度にバイパスと現道を接続して供用を開

始し、令和３年度の全線供用を目指している。

３）評価対象事業の位置づけ

ア）県の計画

a）かながわグランドデザイン第3期実施計画（R1.7）

・「交流幹線道路網の整備」として位置づけ

b）改定・かながわのみちづくり計画（H28.3）

・「交流幹線道路網の整備」として位置づけ

イ）伊勢原市の計画

a）伊勢原市第5次総合計画（H25.7）

・「伊勢原ならではの観光魅力づくり」の関連事業として位置づけ

b）伊勢原市都市マスタープラン（H28.3）

・「観光拠点・交流拠点を結ぶネットワーク」として主要な交通ネットワ

ークに位置づけ

改定・かながわのみちづくり計画（H28.３） 

県道 611 号（大山板戸）

【再評価】 

評価対象区間 
L=約３.０km 
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２．事業の経緯や必要性 

１）経 緯

・平成 3年度：事業着手

・平成 5年度：用地買収開始

・平成 8年度：工事着手

・平 成 12年 度：一部供用開始（約0．8km）

・平 成 22年 度：一部供用開始（約0．8km）

・平 成 29年 度：用地買収完了

２）必要性

ア）現道の幅員は狭く、車両のすれ違いが困難であり、人家連たん地域でありな

がら歩道も未整備であるため、交通安全上危険な状態である。

イ）新東名高速道路の伊勢原大山ＩCが令和２年３月に開通したことにより、「大

山」への観光客増加が見込まれることから、バイバス整備による交通アクセ

スの改善が必要である。

ウ）現道は、沿道の集落から市街地方面への唯一の道路であり、災害時の避難経

路等として代替路線を確保する必要がある。

３．事業の目的 

１）バイパスの整備による沿道住民の生活環境や歩行者などの交通安全の向上

２）歴史的観光地「大山」へのアクセス強化

３）災害対応力の強化

４．事業の内容 

１）起 終 点：伊勢原市大山～三ノ宮

２）事業延長：約３．０ｋｍ

３）幅 員：９．７５ｍ（2車線＋片側歩道） 

４）交 通 量：計画交通量 【バイパス部】：２，６００台／日（令和１２年推計）

【 現 道 部 】：１，３００台／日（令和１２年推計） 

【 合 計 】：３，９００台／日（令和１２年推計） 

現況交通量 【バイパス部】：１，８９２台／日（令和２年6月調査） 

【 現 道 部 】：１，６５７台／日（令和２年6月調査） 

【 合 計 】：３，５４９台／日（令和２年6月調査） 

５）道路規格：第3種第3級

６）設計速度：40ｋｍ／ｈ

７）車 線 数：２車線

８）歩道形態：片側歩道（セミフラット形式）

９）主な工種：道路改良工

５．事業実施にあたって配慮した項目 

・現道の通行車両を減少させるため、部分供用したバイパスへ誘導する案内標識を

設置した。その結果、令和２年６月の交通量調査では、約５３％の交通量がバイ

パスに転換され、既に沿道の生活環境や歩行者などの交通安全の向上に一定の

効果が発現されていると考えられる。

・本事業は、新東名高速道路や厚木秦野道路と事業区域が重複することから、事業

者である中日本高速道路株式会社及び国土交通省と事業者間で相互調整を実施し、

連携を図りながら整備を進めている。

平面図

【再評価】 

標準横断図 
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現 道 への接 続
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◆ チェックリスト

（１）事業の必要性等に関する視点

①事業を巡る社会経済情勢の変化等

ア）地域の状況

・県は、横浜・箱根・鎌倉に次ぐ第４の国際観光地を創出する「新たな観光の

核づくり」の候補地域の一つとして平成 24 年度に「大山」を認定し、さら

に、文化庁から平成 28 年度に「大山詣り」のストーリーが日本遺産として

認定された。

・県内有数の歴史的観光地である大山地域（大山・日向地区）には、参詣や登

山など、観光客数は 104 万人（平成 24 年）から 112 万人（平成 29 年）

と増加傾向である。

・新東名高速道路の伊勢原大山ＩＣが令和２年３月に開通したことから、さら

なる観光客の増加が期待される。

イ）地元の意識

・既に供用した約 1.6km 区間の沿道環境が改善したことから、本区間の早期供

用が期待されている。

ウ）事業地の状況

・本路線の事業用地の一部は、新東名高速道路の工事用進入路・施工ヤードと

して事業協力することとされており、令和２年度にその期間が終了すること

から、その区間の工事着手が可能となる。

エ）周辺の環境

・現道は、小学校や郵便局などの公共施設が立地し、地域住民の唯一の生活道

路であるとともに、市街地へ向かう唯一のバス路線となっている。

・既に供用したバイパス部において、通行車両が現道からバイパスにシフトし

ているが、現道にはほぼ商店がないため、地元経済へのマイナス影響は少な

い。

大山・日向地区観光客数推移 現道の状況 

オ）新型コロナウィルス感染症の影響

・観光地などへの人の動きは一時的に減少しているが、物流の面では、宅配取扱量

は昨年に比べ約１割増え、生活に不可欠な物の流れは増加している。

・道路は、コロナ禍においても物流の円滑化など、地域経済を牽引する重要な役割

を担っており、引き続き道路ネットワークを構築していく必要がある。

・歩行者などの交通安全の向上や観光地大山へのアクセス強化などを目的とした本

事業の重要性は依然として高いことから、県として早期供用を目指している。

②事業の投資効果等

■費用対効果

総費用：１２７億円 ・事業費 ：１２１．７億円 

・維持管理費 ：  ５．５億円

総便益：１４０億円 ・走行時間短縮便益 ：１３４．０億円 

・走行経費減少便益 ： ５．５億円 

・交通事故減少便益 ： ０．2 億円 

費用便益比 Ｂ／Ｃ ＝１４０／１２７＝ １．１

（経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） ４．３％）

■総合的な効果

ア）安全・安心

・通行車両が現道からバイパスへシフトすることにより、現道部の通行車両が

減少し、沿道住民の生活環境や歩行者などの交通安全の向上が図られる。

イ）利便性の向上・地域の活性化

・「新たな観光の核づくり」の候補地域に認定された大山地区へのアクセス性

が向上し、観光振興をはじめとする地域の活性化に寄与することができる。

ウ）防災

・現道が地域住民の唯一の生活道路であることから、バイパスが整備されるこ

とにより、代替道路として緊急車両の円滑な通行や避難経路が確保される。

新たな観光の核づくり認定事業（大山地区）基本計画書 

③関係する地方公共団体等の意見

■伊勢原市：全線完成に向け、引き続き整備を推進されるよう要望する。

地域関係者や事業協力者は、沿道環境の改善及び有効な土地の利活

用のため、早期完成を強く望んでいる。 
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【再評価】 

出典：観光客推移：「統計いせはら」 
計画目標：新たな観光の核づくり認定事業基本計画書（改訂版）H30.4

県道６１１号現道部

評価対象区間 

L=約３.０km 

４



 （２）事業の進捗の見込みの視点

①事業の進捗状況

（変化した理由）事業期間：用地取得の難航、新東名高速道路への事業協力期間の延長 

事 業 費：埋蔵文化財調査費（大山バイパス部において、縄文時代の 

住居跡が多数確認される等貴重な発見があった）等の増加 

B ／ C ：供用年度の延期、事業費の増加 

②これまでの課題に対する取り組み状況

・一部の用地取得に時間を要していたが、平成 29 年度に用地取得を完了した。

・新東名高速道路の整備に伴う埋蔵文化財調査の範囲が大幅に拡大し、事業（工

事用進入路・施工ヤード）協力期間が延長されてきたが、令和２年度にその期

間が終了することから、その区間の工事着手が可能となる。

③今後のスケジュール

・引き続き道路改良工事等を進め、令和３年度の完成を目指す。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・評価対象区間のうち、起点側約１.６kmは既に供用しており、残りの約１.４km

も令和３年度供用予定であることから、現計画による整備が最善である。

◆ 対応方針（案）◆
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○ 整 備 中 区 間 （ 工 事 用 進 入 路 ・ 施 工
ヤード協力区間）の状況 その１

② 

④

N

新東名の工事 
用進入路・施工 
ヤード協力区間

大山小

③ 

①

年度

項目
H26 

(2014)

H27 

(2015)

H28 

(2016)

H29 

(2017)

H30 

(2018)

R1 

(2019)

R2 

(2020)

R3 

(2021)

用地買収
前回 

今回 

工 事
前回 

今回

新東名へ
の工事用
進入路・
施工ヤー
ド協力

埋蔵文化

財調査

（ N E X C O ）

前回

今回

事業協力

期間

前回

今回

工事（県）
前回

今回

継続 

本バイパス事業の目的は、沿道住民の生活環境や歩行者などの交通安全の

向上と、観光地「大山」へのアクセス強化などであり、事業の必要性に変化

はなく、重要性は依然として高い。また、令和３年度供用予定であることか

ら、事業を継続する必要があると判断する。 

【再評価】 

0 300(ｍ)

評 価 対 象 区 間  Ｌ=約 ３．０ｋｍ 

④ 

② 

前回再評価時（Ｈ２７） 今回再評価時（Ｒ２） 前回再評価時からの変化

事業化年度 平成３年度 平成３年度 －

用地着手年度 平成５年度 平成５年度 －

工事着手年度 平成８年度 平成８年度 －

進捗率 ９１％ ９２％ １％増

供用率 ５３％ ５３％ －

残事業の内容等 道路改良工など 道路改良工など －

供用年（予定） 平成２８年度 令和３年度 ５年延期

事業期間 ２６年間 ３１年間 ５年延期（１９％増）

事業費（単純合計） ６９億円 ７４億円 ５億円増（７％増）

基準年 平成２７年度 令和２年度 再評価時の年度

Ｂ／Ｃ １．４ １．１ ０．３減

総費用（現在価値） ９８億円 １２７億円

事業費 ９１．４億円 １２７．１億円

維持管理費 ６．２億円 ５．５億円

総便益（現在価値） １３７億円 １４０億円

走行時間短縮便益 １３１.４億円 １３４．０億円

走行経費減少便益 ５．４億円 ５．５億円

交通事故減少便益 ０．４億円 ０．２億円

２９億円増

３億円増

○全景

①

③

○整備中区間（未供用区間）の状況○ 整 備 中 区 間 （ 工 事 用 進 入 路 ・ 施 工
ヤード協力区間）の状況 その２

大山バイパス

大山バイパス

新東名高速道路

大山バイパス

５




